作業の要点の説明
１ 今日のシミュレーションの説明
・ ウエストナイルウイルスが検出されたことを想定して模擬的に対策を行う
ものである。
・ ただし今回は「成虫対策としての薬剤散布」は環境リスクを考えて実施しな
い。
・ 幼虫対策を、具体的にはボウフラから蚊になるのを妨害する対策を行う。
２薬剤および作業の説明
・ 今回使用する薬剤は「スミラブ発泡錠」
・ 昆虫成長制御剤、幼若ホルモン剤でボウフラから蚊へ羽化を阻害する作用が
ある。
・ この薬剤は水溶性があり、蚊の発生源である、排水桝等に投入し、結果的に
蚊の総数を抑える。
・ ＰＣＯ協会ならびに大阪防疫協会の方と市の職員が２人１組で作業をして
もらう。
・ それぞれの担当エリア内の雨水桝に錠剤を投入してもらう。
・ １錠あたり３０～４０リットルの水量が目安
・ 雨水桝に水たまりがない場合、草が生えているような所は投入不要
・ 薬剤の投入前後で蚊の総数変化を調査する。
３諸注意
・ 使用する薬剤は、水溶性があるので手の汗で溶けるので軍手を使用すること。
・ 車等に十分注意すること。
・ 住民の方々から質問があれば、わかる範囲で答えてほしい。また「あいさつ」
も忘れないように。
・ なお答えられないような質問の場合、各自治会館に保健所や市の係員がいる
ことを伝える。
